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〈安らぎ・救い〉への道について-M・シェーラーのスピノザ批判-






































































そのものと見たこと、それ故、そもそも世界における神の内在 (ImmanentiaDei in Mundo) を示して
-2ー
〈安らぎ・救い〉への道について -M・シェーラーのスピノザ批判ー(熊谷)















































































































































































































































































































































































































































































































































































の聖者として「根源的に聖なる者J(der ursprunglich Heilige) (V 339) もしくは或る示教の「創始者J
(X 274)であり、「信仰と救済との絶対的な権威J(V 339)である。この聖者は、この人に「随順」














と大きく異なる高い評価を与えている。「キリストに対しては、人々を至福へ導く (hominisad saltem 
docunt)神の教えが言葉または影像なし (sineverbis，aut visionibus)で直接的に啓示された (immediate
revelata sunt) Jのであり・・・、キリストはまさしく精神と精神で神と交わったJ(Cristus quidem de 































































































































































































































































下を使用(岩波文庫・上或いは下と書いて引用)。なお、 C.Gebhardt編，SpinozaOpera， Heidelberg， 
1972を参照した。
3) M ・シェーラーの文献引用は下記のように行う。
I : Der Formalismus in der Ethik und die materiale Wertethik， GW2，Bem，1980. 
V : Vom Ewigen im Menschen，GW5，Bem，1968. 
vn : Wesen und Formen der Sympathie，GW7 ，Bem， 1973. 
四:Die Wissenschaftsformen und die Gesellschaft， GW8， Bem，1980. 
医:Sp温teSchriften， GW9， Bem， 1976. 





思想の宗教上の偉大な人物の一人Jと数えられ (W.Schussler，Religionsphilosophie， Freiburug 




5) シェーラーは汎神論をスピノザ等の「本質的に無宇宙論的J(wesentlich akosmisch) な「高貴な形」








7) i世界=神という関係J(Vlll)、「神と世界とが等しいことJ(V 108) となっていて、「世界=神J
と「神=世界Jとが区別されずに使用されているが、スピノザの場合、「神即自然」であって、「自
然即神Jではない。
















































19) vgl. M.Schelers GW 2， 248ff. 












信仰の作用においてのみ見ることができるJ(V 1 54f) 0 






造すること (Umbildung.. des Absoluten)のいずれかに貢献するJ(医77)口
27)これと同じような見解をシェーラーは「カトリック期」にも述べている (V2610が、既に明ら
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〈安らぎ・救い〉への道について ー M・シェーラーのスピノザ批判一(熊谷)
かなように、この期にもく哲学・形而上学>を重視する姿勢があったことは、既に述べたところ
から明らかであろう。「カトリック期」のく哲学・形而上学>はあくまでもく宗教>の「前段階j
をなすものであり、宗教をく救い・安らぎ>に関しては補完するものでしかなかったのである。
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